
は
じ
め
に

平
成
十
三
年
八
月
八
日
に
行
わ
れ
た
第
六
回
〈
世
阿
弥
忌
〉

研
究
セ
ミ
ナ
ー
は
能
楽
学
会
創
設
に
む
け
て
の
準
備
セ
ミ
ナ
ー

と
位
置
づ
け
ら
れ
、「
世
阿
弥
と
そ
の
周
辺
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
開
催
さ
れ
た
。
私
も
「
能
楽
史
二
題
│
│
『
風
姿
花
伝
』
神

儀
篇
の
異
本
と
糺
河
原

注
（
１
）

勧
進
猿
楽
資
料
│
│
」
と
い
う
題
で
研

究
発
表
を
行
っ
た
。
両
資
料
は
「
一
条
兼
良
と
大
乗
院

注
（
２
）

尋
尊
父

子
の
文
化
圏
」
に
お
い
て
成
立
し
た
も
の
で
、
応
仁
の
乱
前
後

の
文
化
の
動
向
と
も
関
わ
っ
て
、
な
お
考
究
す
べ
き
問
題
を
残

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
発
表
後
、
私
の
怠
慢
で
文
章
化
し
て

い
な
か
っ
た
が
、
糺
河
原
勧
進
猿
楽
に
関
す
る
連
稿
の
一
つ
と

し
て
発
表
の
後
半
部
を
こ
こ
に
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
。

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
は
中

世
南
都
の
歴
史
・
文
化
を
知
る
た
め
の
根
本
史
料
で
あ
っ
て
、

多
聞
院
日
記
と
併
せ
て
、
私
も
数
多
く
利
用
し
て
い
る
。
そ
の

第
二
三
冊
の
表
文
書
は
「
河
原
勧
進
猿
楽
記
　
寛
正
五
年
四
月

六
日
」
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
用
い
た
小
稿
「
糺
河
原
勧
進
猿
楽

の
周
辺
」（
銕
仙
275
、
昭
54
・
２
、
小
著
『
能
・
狂
言
研
究
│

│
中
世
文
芸
論
考
│
│
』
三
弥
井
書
店
、
平
９
）
で
は
、
こ
の

催
し
に
大
乗
院
尋
尊
が
桟
敷
を
用
意
し
た
の
に
出
席
で
き
な
か

─ 88 ─
（33）

【
論
文
】

寛
正
五
年
糺
河
原
勧
進
猿
楽
追
考
（
二
）

―
―

「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
紙
背
文
書
」
を
読
む
―
―

田
　
口
　
和
　
夫

「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
紙
背
文
書
」
の
寛
正
五
年
糺
河
原
勧
進
猿
楽
関
連
文
書
を
読
み
、
大
乗
院
尋
尊
の
猿
楽
出
仕
・
桟
敷
設
営
を

め
ぐ
る
尋
尊
の
意
図
、
周
辺
の
反
応
を
明
ら
か
に
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

糺
河
原
勧
進
猿
楽
　
大
乗
院
尋
尊
　
神
木
動
座
　
桟
敷
設
営
　
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
紙
背
文
書
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っ
た
こ
と
、
大
乗
院
支
配
地
か
ら
そ
の
費
用
を
集
め
る
の
に
苦

労
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

近
年
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
紙
背
文
書
（
古
27
ー
514
）」
が

紙
焼
写
真
で
公
開
さ
れ
、
併
せ
て
『
北
の
丸
（
国
立
公
文
書
館

報
）』
に
そ
の
一
部
分
が
翻
刻
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
多
く

の
新
し
い
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
応
永
の
能
番
組

も
、
私
が
発
見
し
た
「
今
昔
物
語
集
」
鈴
鹿
本
に
つ
い
て
の
新

情
報
（「
興
福
寺
の
今
昔
物
語
集
│
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
紙

背
文
書
」
か
ら
│
」『
説
話
文
学
研
究
』
37
号
）
も
そ
の
一
例

で
あ
る
。
発
表
の
時
点
で
は
『
北
の
丸
』
26
号
「
大
乗
院
寺
社

雑
事
記
紙
背
文
書
抄
（
二
）」
に
糺
河
原
勧
進
猿
楽
関
係
文
書

が
九
点
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
別
に
紙
焼
か
ら
六
点
の
関
係
文
書

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
は
佐
藤
進
一
・
笠
松
宏
至
・

永
村
真
の
各
氏
に
よ
っ
て
『
国
立
公
文
書
館
所
蔵
大
乗
院
寺
社

雑
事
記
紙
背
文
書
』
第
一
巻
と
し
て
第
二
五
冊
ま
で
が
翻
刻
さ

れ
て
お
り
、
糺
河
原
勧
進
猿
楽
関
係
資
料
の
中
心
と
な
る
寛
正

五
年
の
三
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
紙
背
文
書
は
簡
単
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
第
二
四
冊
・
第
二

五
冊
に
収
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
寺
訴
が
決
着
し
そ

う
に
な
っ
た
段
階
で
、
尋
尊
が
ど
う
し
て
も
出
席
し
た
か
っ
た

こ
と
、
学
侶
・
六
方
衆
が
何
と
し
て
も
こ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と

し
て
い
た
状
況
が
見
え
て
く
る
。
当
時
の
貴
紳
が
こ
の
催
し
に

寄
せ
た
関
心
、
こ
れ
に
観
客
と
し
て
参
加
す
る
た
め
の
準
備
、

強
訴
中

注
（
３
）

の
興
福
寺
に
お
け
る
力
関
係
な
ど
、
表
面
の
能
楽
史
を

辿
っ
た
だ
け
で
は
伺
い
知
る
こ
と
の
出
来
な
い
情
報
が
含
ま
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

発
表
時
は
新
資
料
で
あ
っ
た
た
め
、
原
資
料
の
ま
ま
に
翻
字

し
た
が
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
は
前
記
単
行
本
翻
刻
に
よ
っ
て
頂

く
こ
と
と
し
、
わ
た
く
し
に
読
み
下
し
て
引
用
し
、
併
せ
て
私

の
翻
刻
の
誤
り
を
正
す
こ
と
と
す
る
。
文
書
番
号
は
前
記
翻
刻

に
よ
る
。

注（１
）
糺
河
原
勧
進
猿
楽
　
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
四
月
五
・
七
・

十
日
の
三
日
間
、
洛
東
糺
河
原
に
お
い
て
、
将
軍
足
利
義
政
が
観

世
大
夫
正
盛
と
そ
の
父
音
阿
弥
に
命
じ
、
鞍
馬
寺
勧
進
を
名
目
に

興
行
さ
せ
た
も
の
。「
蔭
涼
軒
日
録
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
催
し
は
足

利
義
持
・
義
教
が
命
じ
た
勧
進
田
楽
・
猿
楽
に
倣
い
、
特
に
義
教

の
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
四
月
、
音
阿
弥
に
命
じ
た
糺
河
原
勧

進
猿
楽
を
先
規
と
し
、
能
の
番
数
ま
で
一
致
さ
せ
て
挙
行
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

（
２
）
大
乗
院
尋
尊
　
（
一
四
三
〇
│
一
五
〇
八
）
一
条
兼
良
の
第
五
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子
。
大
乗
院
門
跡
、
興
福
寺
別
当
。
大
僧
正
。
大
乗
院
寺
社
雑
事

記
・
大
乗
院
日
記
目
録
な
ど
を
残
す
。

（
３
）
強
訴
　
「
雑
事
記
」
寛
正
四
年
十
一
月
十
一
日
条
か
ら
関
連
記

事
が
見
え
、「
摂
州
兵
庫
関
管
領
方
違
乱
」
と
「
越
州
鶴
丸
・
細
呂

宜
郷
大
館
兵
庫
頭
押
妨
」
の
二
事
に
よ
り
、
ま
ず
十
七
日
の
春
日

祭
、
廿
七
日
の
若
宮
祭
礼
」
が
止
め
ら
れ
、
十
二
月
二
十
三
日
閉

門
、
二
十
四
日
神
木
動
座
、
寛
正
五
年
四
月
十
三
日
神
木
帰
座
、

開
門
と
い
う
運
び
に
な
る
。

勧
進
猿
楽
出
仕
準
備

こ
の
勧
進
猿
楽
の
規
模
と
さ
れ
た
永
享
の
勧
進
猿
楽
に
つ
い

て
、
面
白
い
記
事
が
「
大
乗
院
日
記
目
録
」
永
享
五
年
四
月
廿

一
日
条
に
あ
る
。「
四
月
廿
一
日
、
河
原
勧
進
猿
楽
始
之
、
三

ケ
日
、
観
世
三
郎
、
桟
敷
六
十
二
間
、
将
軍
以
下
御
見
物
、
大

乗
院
大
僧
正
初
而
為
其
数
」
と
い
う
。
こ
の
時
の
大
乗
院
大
僧

正
は
尋
尊
の
前
任
者
の
経
覚
で
あ
る
。
そ
の
時
に
初
め
て
大
乗

院
か
ら
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
事
を
知
っ
て
い
る
尋
尊
の
、
今

回
の
勧
進
猿
楽
出
仕
へ
の
思
い
入
れ
が
、
な
み
な
み
の
も
の
で

は
な
か
っ
た
こ
と
は
当
然
推
察
出
来
る
こ
と
で
あ
る
。

尋
尊
は
猿
楽
見
物
の
た
め
桟
敷
を
二
間
用
意
し
て
い
る
。

「
河
原
勧
進
猿
楽
記
」
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
に
は
百
九
十
一
貫
二

百
文
と
い
う
莫
大
な
費
用
が
か
か
っ
た
。
こ
れ
は
大
乗
院
支
配

の
六
十
四
箇
の
郷
庄
の
百
姓
に
五
百
文
か
ら
七
貫
文
の
あ
い
だ

で
御
用
銭
を
課
し
、
ま
た
諸
山
寺
等
か
ら
調
達
し
て
い
る
。
こ

の
庄
民
か
ら
の
納
入
が
滞
っ
て
、
大
乗
院
が
「
厳
密
の
沙
汰
」

を
繰
り
返
す
の
は
事
後
の
話
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
一
つ
の
勧

進
猿
楽
に
要
す
る
費
用
と
し
て
、
桁
違
い
に
巨
額
だ
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
前
記
小
稿
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
桟
敷
設
営
に
つ
い
て
の
準
備
も
進
む
。「
河
原
勧
進

猿
楽
記
」
を
書
き
下
し
て
引
用
す
る
。「
一
つ
、
桟
敷
打
つ
べ

き
様
、
子
細
柚
留
木
法
橋
に
仰
せ
付
け
了
ん
ぬ
。
京
都
の
面
々

の
沙
汰
見
合
は
す
べ
き
由
、
之
を
仰
せ
付
く
。
杉
正
（
天
井
板

也
）
宇
多
曽
木
済
々
之
を
上
せ
了
ん
ぬ
。
葺
き
板
並
び
に
拵
へ

等
の
用
な
り
。
自
余
の
才
木
は
才
木
屋
よ
り
之
を
借
用
せ
し
む
。

代
物
下
行
す
べ
し
と
云
々
」。
基
礎
構
造
と
し
て
の
材
木
は
材

木
屋
か
ら
借
用
し
、
天
井
板
・
室
内
の
拵
え
と
し
て
の
杉
正

（
杉
柾
、
木
目
が
平
行
に
通
っ
た
杉
板
）
や
宇
多
曽
木
（
未
考
、

●
の
こ
と
か
）
は
奈
良
か
ら
送
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
す
る
紙

背
文
書
は
尋
尊
筆
と
い
う
一
〇
〇
一
「
条
々
事
書
」
中
に
あ
る
。

こ
れ
は
三
月
段
階
の
も
の
ら
し
く
、
①
「
牛
飼
の
装
束
用
の
布
」、

③
「
海
草
両
物
こ
ん
に
ゃ
く
」、
④
「
車
下
簾
」、
⑤
「
料
足
千

疋
な
ど
」、
⑥
「
長
谷
簾
」、
⑧
「
土
器
」
等
の
記
事
が
あ
り
、
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材
木
の
こ
と
は
、
⑦
番
目
で
次
の
通
り
。

（
第
二
四
冊
第
二
四
丁
・
一
〇
〇
一
　
条
々
事
書
）

一
つ
　
来
月
一
日
に
雑
車
一
両
、
鳥
羽
ま
で
仰
せ
付
け
ら

る
べ
く
候
。」
桟
敷
の
材
木
は
並
び
に
こ
れ
へ
進
ず
べ
く
、

雑
物
ど
も
進
ず
べ
く
候
。」
相
構
へ
て
相
構
へ
て
仰
せ
付

け
ら
る
べ
く
候
。
其
の
日
早
旦
よ
り
木
津
を
」
立
ち
候
ひ

て
、
七
八
時
分
に
は
鳥
羽
へ
付
く
べ
く
候

年
記
は
な
い
が
「
来
月
一
日
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
三
月

の
文
書
と
推
定
さ
れ
る
。
四
月
五
日
の
開
演
ま
で
す
こ
し
だ
が
、

一
日
に
天
井
・
内
装
材
を
運
搬
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

一
〇
〇
一
文
書
は
、
他
の
記
事
も
準
備
状
況
を
具
体
的
に
示

し
て
い
る
の
で
、
番
号
を
付
し
て
書
き
下
し
て
お
く
。

①
一
つ
　
牛
飼
の
装
束
、
布
二
人
分
十
二
丈
、
同
じ
く
」

下
重
十
二
丈
分
、
進
じ
候
。」
早
々
御
用
意
候
ひ
て
、」
御

か
し
候
ふ
べ
く
候
。
こ
れ
は
花
絵
に
て
候
ふ
べ
く
候
。

こ
の
部
分
に
関
連
し
そ
う
な
の
は
、
次
の
記
事
で
あ
る
。

（
第
二
四
冊
第
三
六
丁
・
一
〇
〇
九
　
某
書
状
・
後
欠
）

勧
進
猿
楽
桟
敷
の
事
、」
仰
せ
出
だ
さ
れ
候
や
、
目
出
た

く
候
。
其
の
遁
（

　
（
マ
マ
）

道
カ
）
に
就
き
」
両
人
の
事
承
り
候
。

其
の
」
身
に
於
い
て
は
奉
公
致
す
べ
き
条
、
定
め
て
」
欣

求
を
為
す
べ
く
候
か
。
都
鄙
の
」
晴
れ
い
、
之
に
（
過
ぐ
）

べ
か
ら
ず
候
処
、」
古
上
下
を
以
て
参
ず
べ
き
事
、
門
跡

の
」
奉
為
と

お
ほ
ん
た
め

云
ひ
、
其
の
身
の
為
と
云
ひ
、
然
る
べ
か
ら

ず
候
」

こ
れ
は
書
状
後
欠
の
た
め
、
意
味
が
取
り
に
く
い
と
こ
ろ
は

あ
る
が
、
勧
進
猿
楽
に
行
く
尋
尊
に
随
行
し
よ
う
と
す
る
人
物

に
つ
い
て
の
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。「
随
行
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
喜
び
と
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
名
誉
と
も
思
う
だ
ろ
う
が
、

古
上
下
で
は
よ
ろ
し
く
な
い
」
と
い
う
内
容
で
あ
ろ
う
。「
両

人
」
の
「
古
上
下
」
と
い
う
表
現
と
一
〇
〇
一
文
書
の
「
牛
飼

の
装
束
二
人
分
」
と
が
関
わ
る
と
す
れ
ば
、
両
人
は
牛
飼
で
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

②
一
つ
　
此
の
折
、
八
幡
殿
こ
れ
に
御
入
り
候
は
ば
、
進

じ
ら
る
べ
く
候
。」
法
花
寺
殿
よ
り
給
は
り
候
ふ
彼
の
寺

の
名
物
す
わ
う
」
餅
と
申
す
物
候
。
も
し
又
過
分
に
て
候

は
ば
、
そ
れ
に
て
」
御
し
や
う
く
わ
ん
（
賞
翫
）
候
ふ
べ

く
候
。

こ
の
部
分
に
直
接
は
関
連
し
な
い
よ
う
だ
が
、「
八
幡
殿
」

と
関
わ
る
の
は
一
〇
一
五
文
書
「
八
幡
尊
秀
」
の
書
状
で
あ
る
。

（
第
二
四
冊
第
四
二
・
四
三
丁
・
一
〇
一
五
　
尊
秀
書
状
）
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こ
の
ほ
ど
こ
の
御
所
に
候
。」
び
ん
ぎ
た
の
し
く
候
ひ
て
、」

申
し
候
。
ほ
と
け
い
つ
く
し
く
て
、」
い
か
ほ
ど
／
＼
御

う
れ
し
く
思
ひ
ま
い
ら
せ
候
。」
御
よ
の
し
い
ま
だ
ま
い

り
候
は
で
、」
か
な
し
く
候
。
い
か
さ
ま
」
こ
の
ほ
ど
に

ま
い
ら
せ
候
ふ
べ
く
候
。」
返
す
々
う
つ
く
し
く
で
き
候

ひ
て
、」
申
し
つ
く
し
が
た
く
、
御
う
れ
し
く
思
ひ
ま
い

ら
せ
候
、」
さ
る
が
く
に
御
の
ぼ
り
の
よ
し
」
き
ゝ
ま
い

ら
せ
候
。
御
け
ん
に
入
り
候
ひ
て
、」
申
し
候
ふ
べ
く
候
。

あ
な
か
し
く
。

大
ぜ
う
い
ん
ど
の
ま
い
る
、
御
申
し
候

へ
　
や
わ
た
　
尊
秀

尊
秀
は
一
条
兼
良
の
子
、
尋
尊
と
は
同
母
の
兄
。「
猿
楽
に

御
上
り
の
由
聞
き
参
ら
せ
」
が
、
尋
尊
の
猿
楽
出
仕
に
故
障
が

お
き
て
い
な
い
、
こ
の
時
期
の
文
書
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。「
御
よ
の
し
」
は
未
詳
。

③
一
つ
　
海
草
両
物
こ
ん
に
ゃ
く
ま
い
ら
せ
候
。
見
物
方

の
」
折
の
用
に
は
、
尚
々
申
し
付
け
候
ひ
て
、
進
ず
べ
く

候
。」
こ
れ
に
て
引
き
む
し
り
候
ひ
て
、
く
ら
ひ
候
ふ
ほ

ど
に
、」
の
こ
り
す
く
な
に
な
り
候

こ
れ
も
直
接
に
関
わ
る
文
書
は
な
い
。「
見
物
方
」
が
勧
進

猿
楽
見
物
を
示
す
。「
折
」
は
⑧
に
も
出
る
が
料
理
を
入
れ
る

折
箱
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
日
本
国
語
大
辞
典
に
よ
れ
ば
看
聞
御

記
永
享
四
年
の
用
例
が
あ
る
。
そ
の
席
で
の
食
事
用
に
「
蒟
蒻
」

が
必
要
な
ら
ば
進
じ
ま
す
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
。

④
車
下
簾
の
事
は
、
住
吉
神
主
に
申
し
遣
は
し
候
。
も
し

候
は
ず
は
、
よ
く
候
は
ん
絹
に
て
当
座
分
を
仕
り
候
ふ
べ

く
候
と
、
存
ぜ
し
め
候
。

牛
車
の
下
簾
に
言
及
し
て
い
る
文
書
は
、
翻
刻
資
料
に
は
な

く
、
従
っ
て
番
号
も
付
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
第
二
六
冊
に
そ

の
断
片
が
あ
る
。
四
月
八
日
の
文
書
な
の
で
、
後
に
紹
介
す
る
。

⑤
一
つ
　
料
足
千
疋
こ
れ
に
明
恩
請
け
申
し
候
。
こ
れ

を
」
少
し
御
下
行
候
ふ
べ
く
候
。
八
木
並
び
に
練
貫
」
二

代
ウ
ラ
絹
は
、
此
方
よ
り
用
意
候
ひ
て
進
ず
べ
く
候
。」

す
ゞ
し
に
て
候
は
ん
ず
る
や
ら
ん
、
練
り
に
候
は
ん
ず
る

や
ら
ん
、」
此
の
返
事
に
承
る
べ
く
候

明
恩
は
北
面
輩
の
竹
内
尊
藤
と
と
も
に
尋
尊
側
近
で
あ
っ
た

よ
う
で
、
一
〇
二
三
文
書
で
触
れ
る
雑
事
記
に
も
そ
の
名
が
見

え
る
。
千
疋
の
う
ち
か
ら
少
し
お
与
え
く
だ
さ
い
、
の
意
か
。

米
と
練
貫
を
尋
尊
側
で
用
意
す
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
が
、

「
二
代
ウ
ラ
絹
」
は
分
か
り
難
い
。「
練
貫
の
衣
装
二
つ
分
の
裏

絹
」
と
い
う
こ
と
か
。
と
に
か
く
裏
の
絹
は
す
ず
し
（
生
絹
）
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か
練
絹
か
を
問
い
合
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑥
一
つ
　
長
谷
簾
の
事
、
日
野
よ
り
十
間
分
所
望
候

を
、
ゝ
し
く
候

「
日
野
」
は
日
野
勝
光
で
あ
る
と
の
翻
刻
注
が
あ
る
。
日
野

富
子
の
兄
で
あ
る
。
長
谷
簾
が
勧
進
猿
楽
に
ど
う
関
連
す
る
の

か
、
不
明
で
あ
る
。「
を
し
く
」（
惜
し
く
カ
）
も
意
味
が
取
れ

な
い
。

⑦
は
初
め
に
引
い
た
部
分
で
あ
る
。
木
津
か
ら
鳥
羽
ま
で
は

船
便
、
そ
こ
か
ら
雑
役
車
に
載
せ
て
糺
河
原
へ
運
搬
す
る
と
い

う
手
順
で
あ
る
。

⑧
一
つ
　
土
器
ど
も
は
是
よ
り
進
ず
べ
く
候
。
大
分
は
其

の
方
の
を
御
」
と
り
候
ふ
べ
く
候
。
折
以
下
の
事
、
ご
誂

へ
候
ひ
て
、
を
か
し
く
候
ふ
べ
く
候
。
毎
事
重
ね
て
申
す

べ
く
候
な
り
。

こ
れ
は
桟
敷
で
用
い
る
土
器
類
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
よ
う
な

片
々
た
る
事
ま
で
尋
尊
が
気
に
懸
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
重

要
で
あ
ろ
う
。

⑨
一
つ
　
此
の
方
、
毎
事
不
足
し
、
迷
惑
に
候
。

尋
尊
の
思
う
よ
う
に
は
進
行
し
て
い
な
い
興
福
寺
側
の
準
備

状
況
に
つ
い
て
の
愚
痴
と
い
う
べ
き
か
。
費
用
の
徴
収
が
滞
っ

て
い
る
例
と
し
て
九
九
一
十
市
遠
清
書
状
が
あ
る
。

（
第
二
四
冊
第
一
一
・
一
〇
・
九
丁
・
九
九
一
　
十
市
遠
清
書

状
）

仰
せ
の
如
く
、
殊
な
る
子
細
無
き
に
依
り
、
久
し
く
申
し

承
ら
ず
候
。
御
音
信
」
喜
悦
の
至
り
に
候
。
仍
て
今
度
河

原
の
猿
楽
御
出
（
仕
）
の
事
ニ
」
付
き
候
ひ
て
、
委
細
承

り
候
。
意
得
申
し
候
。
等
閑
に
存
ず
べ
か
ら
ず
候
。」
去

り
乍
ら
愚
身
知
行
の
在
」
所
の
事
、
以
て
の
外
の
計
会
の

事
候
ふ
間
、
御
免
も
候
ひ
て
」
下
さ
れ
候
は
ば
、
畏
れ
入

り
存
じ
候
。
何
様
」
使
者
を
以
て
申
し
入
る
べ
く
候
。
自

然
」
公
儀
に
付
き
、
御
意
に
預
か
り
得
」
候
は
ば
、
畏
れ

存
じ
候
。
事
々
恐
々
謹
言
、

六
月
二
十
六
日
　
遠
清

（
花
押
）

竹
内
殿
御
返
報

「
北
の
丸
」
26
号
所
載
の
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
紙
背
文
書

内
容
細
目
（
二
）」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
文
書
の
日
付
は
「
三
月
」

で
、
内
容
か
ら
し
て
も
そ
の
方
が
よ
い
。
同
月
同
日
付
け
九
八

八
十
市
遠
清
書
状
も
同
じ
内
容
で
「
井
上
殿
」
宛
て
に
な
っ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
十
市
支
配
の
在
所
か
ら
は
御
用
銭
が
支
払
え

な
い
と
い
う
断
り
の
内
容
で
あ
る
。
後
引
の
九
九
五
学
呂
土
代

に
「
十
市
以
下
進
退
、
于
不
応
寺
命
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
よ
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う
な
事
態
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
三
月
廿
九
日
付
け
九

八
九
長
懐
書
状
は
「
番
条
庄
御
用
銭
」
の
こ
と
で
、
庄
側
の
農

民
の
対
処
が
よ
く
分
か
る
文
書
で
あ
る
。「
河
原
勧
進
猿
楽
記
」

に
よ
れ
ば
番
条
庄
に
は
二
貫
文
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
長

文
な
の
で
、
部
分
的
に
、
ま
た
適
当
に
漢
字
を
当
て
て
引
く
。

（
第
二
四
冊
第
七
丁
・
九
八
九
　
長
懐
書
状
・
折
紙
）

番
条
庄
御
用
銭
の
事
、
仰
せ
出
さ
れ
候
。」（
中
略
）
更
々

か
や
う
の
」
臨
時
の
御
用
銭
、
仰
せ
ら
る
べ
き
子
細
」
候

は
ず
候
。
迷
惑
に
て
候
。
こ
と
に
／
＼
」
只
今
の
時
節
ハ
、

さ
や
う
の
先
例
」
御
座
候
ふ
共
、
百
性
等
此
の
間
の
没
落

ニ
、」
皆
々
散
々
の
計
会
に
て
候
。」
い
ま
だ
城
中
へ
も
ゑ

直
り
候
ハ
ぬ
」
躰
に
て
候
。
あ
な
た
こ
な
た
に
」
散
在
候

ひ
て
、
居
候
仕
儀
に
て
候
ふ
に
、」
此
の
如
く
御
用
共
仰

せ
付
け
候
ひ
て
ハ
、
又
此
の
秋
も
」
皆
々
ゑ
罷
り
帰
り
候

ふ
ま
じ
く
て
（
マ
マ
）

候
。」
さ
や
う
に
候
へ
バ
、
一
向
番
条
の
事
、

は
う
庄
ニ
な
る
べ
く
候
。
さ
候
ハ
バ
、
一
向
公
方
様
の
御

公
事
以
下
も
退
転
す
べ
く
候
。今
の
時
分
思
し
召
し
分
け
」

ら
れ
候
ハ
ん
事
に
て
候
ふ
よ
し
、」
条
々
御
詫
び
事
申
し

候
。
身
ニ
申
し
候
ひ
て
と
、」
度
々
申
し
候
へ
ど
も
、
と

て
も
給
主
様
御
座
の
」
事
に
て
候
、
百
性
等
参
り
候
ひ
て
、

詫
び
事
」
申
し
候
へ
と
申
し
付
け
候
。
□
／
＼
罷
り
上
り

候
ひ
て
、」
御
詫
び
事
申
し
候
ふ
由
申
し
候
。
さ
候
へ
ど

も
、」
料
簡
無
く
候
ふ
由
仰
せ
候
と
て
、
又
只
今
、
身
の

方
へ
、」
来
た
り
候
ひ
て
、
色
々
申
し
候
。
さ
候
ふ
間
、

身
の
申
し
事
ニ
ハ
、」
詫
び
事
に
て
も
百
性
□
も
申
す
、

是
ニ
」
詫
び
事
申
し
候
へ
か
し
と
申
し
候
ひ
て
、」
折
檻

仕
り
候
ふ
間
、

や
う
／
＼
劬
労
致
し
、
料
足
」
壱
貫
文

只
今
持
参
申
し
候
ふ
由
申
し
候
ふ
旨
、
身
の
」
状
之
を
進

じ
候
。（
下
略
）

三
月
廿
九
日
　
長
懐
（
花
押
）

福

智
院
殿
御
申

ど
こ
の
言
い
訳
も
「
計
会
（
困
窮
）」
だ
が
、
こ
の
文
書
は

農
民
の
対
応
が
如
実
に
記
さ
れ
て
い
て
面
白
い
。
臨
時
の
御
用

銭
な
ど
「
め
い
わ
く
」
で
、
百
姓
た
ち
は
庄
に
居
着
か
ぬ
状
態

な
の
に
、
こ
の
上
の
御
用
銭
で
は
帰
庄
せ
ず
、
番
条
庄
は
「
は

う
（
放
カ
）
庄
」
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
、
と
ま
で
言
う
。

下
略
し
た
部
分
に
も
「
御
さ
い
そ
く
の
御
使
付
ら
れ
候
ハ
ヾ
、

ち
く
で
ん
仕
候
ハ
ん
な
ん
ど
申
候
て
居
候
」
と
農
民
の
強
硬
な

姿
勢
を
記
し
、
こ
の
劬
（
苦
）
労
し
て
用
意
し
た
一
貫
文
を
受

け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
な
ら
「
弥
々
庄
下
あ
れ
は
て
候
べ
く
候
」

と
、
圧
力
を
掛
け
て
い
る
。
農
民
の
こ
の
よ
う
な
行
動
は
狂
言
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〈
近
衛
殿
の
申
状
〉
の
「
い
と
の
庄
」
の
農
民
を
連
想
さ
せ
る
。

そ
れ
は
近
衛
殿
の
代
官
左
衛
門
尉
を
告
発
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
長
懐
は
庄
民
の
代
弁
を
し
て
い
る
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、

農
民
の
姿
勢
そ
の
も
の
に
は
共
通
点
が
あ
り
、〈
近
衛
殿
の
申

状
〉
が
中
世
の
こ
の
よ
う
な
農
民
の
力
を
背
景
と
し
て
成
立
し

て
い
た
こ
と
を
納
得
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

一
〇
〇
一
文
書
と
そ
の
関
連
資
料
は
以
上
で
あ
る
。
尋
尊
が

細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
気
を
配
り
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
る
こ

と
、
尋
尊
周
辺
の
そ
の
対
応
が
分
か
る
。

勧
進
猿
楽
出
仕
差
し
止
め

一
方
で
、
尋
尊
の
猿
楽
出
仕
に
対
す
る
異
論
も
現
れ
て
く
る
。

三
月
二
四
日
付
の
一
〇
〇
四
随
心
院
厳
宝
書
状
で
あ
る
。
前
後

を
省
略
し
て
引
く
。

（
第
二
四
冊
第
二
八
丁
・
一
〇
〇
四
　
厳
宝
書
状
）

又
、
神
木
」
帰
座
の
事
、
未
だ
い
つ
と
も
な
く
候
や
。
只

洲
」
川
原
の
能
と
て
、
ひ
し
め
き
候
ふ
事
、
是
非
無
く
」

候
。
は
や
一
昨
日
、
地
わ
り
ま
で
さ
せ
ら
れ
候
。」
神
木

の
事
、
帰
座
候
は
ず
候
ふ
と
も
、
猿
楽
な
ど
仕
る
べ
く
候

ふ
事
」
に
て
候
ふ
や
、
不
審
な
る
儀
ど
も
候
。
其
の
御
座

敷
も
、」
必
定
の
様
に
沙
汰
候
。
何
と
も
心
得
ず
候
ふ
な

り
。

随
心
院
厳
宝
は
一
条
兼
良
の
子
、
尋
尊
と
は
同
母
の
弟
。
遠

慮
の
な
い
身
内
で
あ
る
。
神
木
在
京
の
ま
ま
な
の
に
、
勧
進
猿

楽
が
挙
行
さ
れ
る
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
筈
は
な
い
、

そ
ん
な
神
に
対
す
る
不
敬
が
ま
か
り
通
っ
て
い
い
の
か
、
と
い

う
気
分
が
伺
え
る
。「
其
の
」
は
尋
尊
を
指
し
て
い
る
で
あ
ろ

う
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
時
期
に
桟
敷
設
営
に
奔
走
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
不
満
も
併
せ
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。「
只

洲
川
原
」
は
翻
刻
で
は
「
只
例
川
原
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
私

の
読
み
で
訂
正
し
た
。「
糺
河
原
」
の
当
字
と
い
う
こ
と
に
な

る
。醍

醐
寺
資
料
「
枝
葉
抄
」
に
含
ま
れ
る
「
春
日
神
木
御
入
洛

略
記
」
の
翻
刻
（『
醍
醐
寺
紀
要
』
第
21
号
所
収
予
定
）
を
私

が
担
当
し
た
が
、
そ
の
時
の
調
査
か
ら
推
測
さ
れ
る
こ
と
は
、

春
日
神
木
が
入
洛
す
る
と
、
朝
儀
は
滞
る
、
ま
し
て
公
的
な
歌

舞
音
曲
の
類
は
停
止
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
常
識
が
通
用
し
な
く
な
っ
た
の
が
、
将
軍
足
利
義

満
の
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
る
。
僧
徒
の
側
で
は
、
ま
だ
そ
の
常
識

が
通
用
す
る
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
武
家
側
で
は
、
そ
ん
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な
事
情
に
は
頓
着
し
な
い
の
で
あ
る
。
興
福
寺
を
庇
護
す
べ
き

藤
原
氏
に
も
、
も
は
や
そ
れ
を
阻
止
す
る
力
は
な
い
。
そ
の
よ

う
な
情
勢
の
中
で
こ
の
勧
進
猿
楽
は
挙
行
さ
れ
て
い
る
。

尋
尊
の
準
備
に
拘
わ
ら
ず
、
事
態
は
解
決
せ
ず
、
訴
訟
継
続

の
ま
ま
神
木
は
在
洛
す
る
。
も
と
も
と
こ
の
事
件
が
起
き
た
段

階
で
、
尋
尊
の
も
と
に
六
方
衆
か
ら
通
告
が
な
さ
れ
て
い
た
。

「
雑
事
記
」
寛
正
三
年
十
二
月
二
十
三
日
の
書
状
で
あ
る
。
こ

れ
を
書
き
下
し
て
引
く
。

寺
訴
の
事
に
就
き
寺
社
閉
門
の
沙
汰
に
及
ぶ
。
則
ち
御
動

座
等
の
大
儀
有
る
べ
く
一
揆
せ
し
め
候
。
随
ひ
て
京
都
の

歳
暮
年
始
等
の
御
参
洛
の
事
、
且
つ
然
る
べ
か
ら
ず
候
ふ

や
の
間
、
御
上
洛
の
儀
、
無
く
候
ふ
様
に
御
意
を
得
、
披

露
致
さ
れ
候
は
ば
珍
重
た
る
べ
き
由
、
六
方
衆
評
定
候
ふ

な
り
。
恐
々
謹
言
　
十
二
月
廿
三
日
　
六
方
衆
等
　
伊

与
上
座
御
房

歳
暮
・
年
始
の
挨
拶
と
し
て
の
上
洛
を
差
し
控
え
よ
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
の
論
理
は
当
然
、
勧
進
猿
楽
へ
の
出
仕
も
遠
慮

せ
よ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
果
た
し
て
、
六
方
衆
・
学
侶
方
か

ら
の
強
硬
な
申
し
入
れ
が
連
続
し
て
行
わ
れ
た
。
ミ
セ
ケ
チ
さ

れ
た
部
分
は
〔
〕
で
括
る
。
以
下
同
じ
。

（
第
二
四
冊
第
一
五
丁
・
九
九
四
　
六
方
衆
書
状
土
代
）

大
訴
の
時
分
、
御
参
洛
の
儀
、」
太
だ
然
る
べ
か
ら
ず
候

ふ
処
、
結
句
、
今
度
の
」
河
原
猿
楽
の
見
物
、
御
」
出
仕

有
る
べ
き
か
の
由
、
其
の
聞
こ
え
候
、
事
実
に
候
は
ば
、」

以
の
外
の
次
第
に
候
、
所
詮
、
明
日
四
日
」
御
下
向
有
る

べ
く
候
ひ
て
、
万
一
、
衆
儀
を
忽
緒
い
る
が
せ

に
せ
ら
れ
候
は
ば
、

一
揆
ニ
任
す
べ
き
に
て
候
ふ
」
由
、〔
評
定
の
由
、〕
御
披

露
有
る
べ
く
候
、」（
後
欠
）

「
衆
議
を
忽
諸
に
せ
ら
れ
候
は
ば
、
一
揆
」
は
強
烈
な
言
い

よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
土
代
（
草
案
）
と
名
付
け
ら
れ
た
通
り
、

成
文
が
別
に
あ
る
。
そ
の
一
部
と
思
わ
れ
る
も
の
が
九
九
三
文

書
で
あ
る
。

（
第
二
四
冊
第
一
四
丁
・
九
九
三
　
六
方
衆
事
書
案
、
前
欠
）

京
都
河
原
勧
進
の
御
見
物
の
為
に
、
御
」
門
跡
様
御
上
洛

有
る
べ
き
御
用
意
候
ふ
か
の
」
由
風
聞
に
候
、
今
般
、
寺

門
大
訴
の
折
」
節
、
一
門
跡
御
上
洛
の
事
、
他
門
よ
り
の

嘲
」
弄
、
未
曾
有
の
題
目
、
寺
門
の
振
舞
ひ
、」
且
つ
は

符
合
せ
ざ
る
事
に
候
。
所
詮
、
藤
家
御
見
物
の
事
、
六
方

よ
り
し
て
抑
留
申
し
候
ふ
上
は
、」
御
門
跡
御
上
洛
用
意

の
事
、」
早
々
之
を
止
め
ら
る
る
様
、
御
披
露
目
出
た
く
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候
ふ
べ
き
」
趣
、
御
披
露
有
る
べ
く
候
ふ
由
、
評
定
候
ふ

な
り
。
卯
月
三
日
　
六
方
衆
等
　
松
林
院
宗
恩
御
房

新
し
い
情
報
と
し
て
は
、
藤
原
氏
（
時
の
関
白
は
二
条
持
通
、

一
条
兼
良
は
准
三
后
）
の
御
見
物
も
六
方
衆
か
ら
抑
留
し
た
の

だ
か
ら
、
尋
尊
の
上
洛
も
止
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
藤
家
の
事
に
つ
い
て
は
、
同
じ
こ
と
を
扱
っ
た

九
九
五
の
学
侶
の
土
代
に
も
見
え
る
。

（
第
二
四
冊
第
一
六
丁
・
九
九
五
　
学
侶
評
定
事
書
土
代
）

寺
訴
の
事
、
大
綱
御
下
知
成
さ
れ
候
ふ
と
雖
も
、」
大
訴

の
内
の
私
反
銭
の
事
、」
十
市
〔
楢
原
〕
以
下
の
進
退
、

今
に
寺
命
に
応
へ
ず
」
并
び
に
越
州
の
事
、〔
是
れ
又
御

成
敗
成
さ
れ
候
ふ
と
雖
も
〕
是
れ
又
守
護
遵
行
の
去
状
無

蔭
に
候
ふ
か
。」
旁
々
寺
訴
の
最
中
の
処
、
藤
家
の
嘲
、

河
原
の
見
物
、
御
出
仕
候
は
し
む
る
べ
き
か
の
旨
、
其
の

聞
こ
え
候
、」〔
事
実
な
ら
ば
然
る
べ
か
ら
ず
候
〕
神
明
御
」

動
座
の
時
節
、
藤
家
の
事
、
愁
嘆
之
に
如
く
べ
か
ら
ず
」

候
ふ
処
、
御
出
仕
の
事
御
上
洛
候
ふ
は
、
以
て
の
外
に
候

ふ
子
細
に
候
。
殊
更
」
二
条
殿
の
事
、
計
会
等
の
事
、
御

沙
汰
に
預
か
り
、」
先
代
未
聞
の
題
目
に
候
ふ
処
、
只
今

結
句
」
此
く
の
如
き
の
儀
、
篇
々
神
威
陵
爾
の
御
沙
汰
、」

然
る
べ
か
ら
ず
候
ふ
間
、
御
承
引
の
儀
無
く
候
ひ
て
、
御

出
仕
候
は
ば
、〔
力
無
く
〕
御
出
仕
の
躰
に
就
き
、
寺
門

よ
り
し
て
放
氏
申
さ
る
べ
き
旨
、
一
揆
候
。」
此
の
趣
、

申
し
沙
汰
珍
重
為
る
べ
く
候
ふ
旨
、
評
定
候
ふ
な
り
。

「
藤
家
之
嘲
」
は
補
入
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
場
所
違
い
で

あ
ろ
う
。「
二
条
殿
事
」
は
持
通
関
係
だ
ろ
う
が
未
考
。「
放
氏
」

は
春
日
興
福
寺
の
意
向
に
添
わ
な
い
藤
原
氏
の
貴
族
に
対
し
て
、

よ
く
用
い
ら
れ
た
手
段
で
、
氏
か
ら
追
放
す
る
こ
と
。
九
九
三

文
書
の
「
抑
留
」
の
手
段
は
こ
れ
で
あ
っ
た
。

六
方
衆
・
学
侶
方
に
よ
る
評
定
の
草
案
が
尋
尊
の
許
に
も
た

ら
さ
れ
て
い
る
の
は
面
白
い
。
九
九
四
と
九
九
三
と
を
較
べ
る

と
、
当
然
の
事
な
が
ら
、
草
案
の
方
が
直
接
な
表
現
で
、
本
音

が
書
か
れ
て
い
る
。
も
っ
て
ま
わ
っ
た
表
現
よ
り
、
事
態
が
切

迫
し
て
い
る
こ
と
が
把
握
出
来
よ
う
。
尋
尊
の
情
報
網
が
こ
れ

を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
六
方
衆
や
学
侶
方
で
も
、
そ

う
い
う
情
報
漏
れ
は
先
刻
御
承
知
で
、
草
案
の
文
章
を
作
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
尋
尊
周
辺
で
は
、
残
念
と
は
思
う
一
方
、
ど

う
に
も
な
ら
な
い
と
あ
き
ら
め
て
、
事
後
処
置
の
手
配
に
か
か

る
の
で
あ
る
。
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（
第
二
四
冊
第
一
二
・
一
三
・
一
八
丁
・
九
九
二
　
竹
内
尊
藤

書
状
）其

の
後
、
殊
な
る
題
目
無
く
候
ふ
」
条
、
申
し
入
れ
ず
候
。

兼
ね
て
又
、
河
原
」
猿
楽
の
御
桟
敷
、
こ
と
ニ
」
御
用
意

候
ひ
て
、
御
上
洛
有
る
べ
き
」
ニ
て
候
へ
ど
、
色
々
仰
せ

出
さ
れ
」
候
へ
ど
も
、
寺
門
の
為
に
支
へ
申
さ
れ
候
ふ

間
、」
御
迷
惑
中
／
＼
申
す
計
り
無
く
候
。」
事
を
つ
く
さ

れ
候
ひ
て
、」
御
計
略
候
へ
ど
も
、
承
引
せ
ず
候
。
此
の

如
き
の
子
細
、
定
め
て
柚
留
木
方
」
申
す
べ
く
候
。
然
る

べ
き
様
ニ
御
本
所
」
様
に
御
申
し
、
御
悦
喜
為
る
べ
き

旨
、」
内
々
仰
せ
出
さ
れ
候
。
恐
々
謹
言
、

卯
月
三
日

尊
藤
　
御
宿
所

「
事
を
つ
く
さ
れ
て
御
計
略
」
と
い
う
あ
た
り
が
、
尋
尊
の

こ
れ
に
懸
け
た
執
念
が
し
の
ば
れ
る
所
だ
が
、「
承
引
」
さ
れ

る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。「
御
本
所
様
」
は
未
考
だ
が
、

一
条
兼
良
を
指
す
か
。
直
接
参
加
で
き
な
く
と
も
、
桟
敷
を
設

営
す
る
こ
と
で
一
条
家
並
び
に
尋
尊
が
将
軍
家
主
催
の
こ
の
催

し
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
姿
勢
を
示
せ
る
、

そ
れ
が
「
御
悦
喜
」
の
内
容
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
書
状
の
内
容
を
う
け
た
と
思
し
い
の
が
九
九
六
柚
留
木
重

藝
書
状
で
あ
る
。

（
第
二
四
冊
第
一
七
丁
・
九
九
六
　
柚
留
木
重
藝
書
状
　
後
欠
）

今
度
川
原
猿
楽
桟
敷
の
事
。」
永
享
の
御
佳
例
の
儀
、
公

私
の
祝
着
に
」
候
ふ
間
、
桟
敷
の
儀
、
形
の
如
く
申
し
付

け
、
参
洛
す
べ
く
」
用
意
候
ふ
処
、
寺
訴
今
に
落
居
無
き

に
依
り
、」
賢
木
御
動
座
の
時
分
、
見
物
」
上
洛
の
事
、

然
る
べ
か
ら
ざ
る
由
、
寺
門
と
為
て
相
」
支
ふ
る
間
、
近

日
定
め
て
御
帰
座
有
る
べ
し
と
」
存
じ
候
ふ
処
に
、
其
の

儀
無
く
候
。
若
輩
の
衆
等
」
上
洛
頻
り
に
押
し
留
む
る
間
、

迷
惑
せ
し
め
候
。」
□
中
落
居
せ
し
む
れ
ば
、
草
々
以
て

参
洛
し
、」
御
礼
申
し
入
る
べ
く
候
。
御
機
嫌
を
以
て
然

る
べ
き
様
、
御
披
露
に
預
か
り
候
は
ば
、
祝
着
為
る
べ
く

候
「
永
享
御
佳
例
の
」
盛
儀
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
こ
で
も
確
認

で
き
る
。「
河
原
勧
進
猿
楽
記
」
に
見
え
る
、
桟
敷
設
営
に
当

た
っ
た
柚
留
木
重
藝
が
残
念
、
迷
惑
と
思
う
の
は
当
然
で
あ
ろ

う
。
神
木
帰
座
の
後
、
世
話
に
な
っ
た
尋
尊
関
係
者
に
「
御
礼
」

す
る
の
で
あ
ろ
う
。

上
演
中
の
こ
と
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勧
進
猿
楽
は
四
月
五
・
七
・
十
日
の
三
日
間
挙
行
さ
れ
た
の

だ
が
、
そ
の
二
日
間
が
終
わ
っ
た
段
階
の
文
書
が
あ
る
。「
内

容
細
目
」
で
は
「
一
日
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
八
日
」
と
読

め
る
の
で
、
こ
こ
に
置
く
。
私
に
翻
刻
し
、
次
に
読
み
下
す
。

（
第
二
六
冊
第
九
丁
　
翻
刻
ナ
シ
）

御
上
洛
可
有
之
条
、
目
出
候
、」
奉
待
候
、
御
絹
一
疋
請

取
申
候
、」
下
簾
事
未
懸
候
、
方
々
少
」
可
御
用
意
候
共
、

不
（
以
下
欠
損
）
用
意
仕
候
、
余
（
以
下
欠
損
）
心
得
申

候
、
恐
々
謹
言

御
上
洛
有
る
べ
き
条
、
目
出
た
く
候
。
待
ち
奉
り
候
。
御

絹
一
疋
請
け
取
り
申
し
候
。
下
簾
の
事
未
だ
懸
け
ず
候
。

方
々
少
さ
か
御
用
意
す
べ
く
候
へ
ど
も
、
不
（
以
下
文
書

欠
損
）
用
意
仕
り
候
。
余
（
以
下
文
書
欠
損
）
心
得
申
し

候
、
恐
々
謹
言

卯
月
八
日
　
（
花
押
）

貴
報

京
に
い
る
尋
尊
の
関
係
者
か
ら
の
書
状
で
あ
ろ
う
。
尋
尊
側

で
は
上
洛
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
状
況
だ
か
ら
、
勧
進
猿
楽
見

物
の
た
め
に
行
け
る
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
神
木
帰

座
の
後
の
、
尋
尊
上
洛
に
つ
い
て
の
連
絡
と
見
え
る
の
だ
が
、

「
目
出
た
く
候
」
と
言
っ
て
い
る
事
か
ら
、
次
の
文
書
と
の
関

わ
り
が
気
に
な
る
。「
北
の
丸
」
26
号
所
載
一
七
五
文
書
で
あ

る
。
翻
刻
で
は
五
月
に
な
っ
て
い
る
が
、「
内
容
細
目
」
が
示

す
通
り
「
卯
月
」
で
四
月
八
日
の
文
書
で
あ
る
。
途
中
省
略
し

て
引
く
。

（
第
二
六
冊
第
七
・
八
丁
　
大
進
法
橋
泰
弘
書
状
）

御
奉
書
畏
ま
っ
て
拝
見
仕
り
了
ん
ぬ
。」
抑
も
寺
訴
落
居

し
、
来
る
十
三
日
御
」
帰
座
有
る
べ
く
候
。
返
す
々
す
御

目
出
た
く
候
。
仍
っ
て
河
原
の
」
能
に
就
き
御
上
洛
有
る

べ
く
候
。
御
桟
敷
の
事
、
内
作
り
一
」
向
無
沙
汰
に
候
ふ

間
、
早
く
沙
汰
仕
る
べ
く
候
。

一
つ
　
御
屏
風
御
金
み
か
き
付
き
一
双
、」
御
上
せ
有
る

べ
く
候
。
京
都
に
有
る
べ
か
ら
ず
候
。

一
つ
　
御
幕
ハ
既
に
此
の
間
引
き
申
し
候
。
御
」
上
せ
有

る
べ
か
ら
ず
候
。
此
の
方
ニ
候
。

一
つ
　
九
日
は
治
定
無
く
候
。
大
略
十
日
の
通
り
ニ
、」

御
沙
汰
候
。（
中
略
）
篇
々
取
り
乱
し
迷
惑
仕
り
候
。
御

目
出
」
た
く
御
上
洛
肝
要
に
候
。
然
る
べ
き
様
御
披
露
に

預
か
る
」
べ
く
候
。
恐
々
謹
言
、
五
月
八
日
　
泰
弘
（
花

押
）

尊
藤
殿

十
三
日
の
神
木
帰
座
と
い
う
情
報
は
正
し
い
。
こ
れ
に
続
き

記
さ
れ
る
「
河
原
の
能
に
就
き
御
上
洛
」
は
ど
う
見
て
も
十
日
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の
猿
楽
を
観
る
た
め
の
尋
尊
の
上
洛
を
予
定
す
る
文
言
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
前
引
の
も
の
も
、
同
様
の
状
況
を
「
目
出
候
」
と

言
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
尋
尊
は
神
木
の
帰
座
を
待
た
ず
、

寺
訴
の
解
決
が
あ
っ
た
の
だ
か
ら
上
洛
可
能
と
見
て
、
そ
の
準

備
を
始
め
た
、
そ
の
関
連
文
書
が
こ
の
八
日
付
け
の
も
の
な
の

で
あ
ろ
う
。
そ
の
努
力
に
拘
わ
ら
ず
、
尋
尊
の
猿
楽
見
物
は
つ

い
に
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。「
河
原
勧
進
猿
楽
記
」
の
末
尾
に
、

次
の
よ
う
に
言
う
。
全
文
を
書
き
下
す
。

一
つ
　
桟
敷
と
云
ひ
出
で
立
ち
と
云
ひ
、
大
綱
用
意
致
す

処
、
学
侶
・
六
方
申
さ
令
む
る
趣
ハ
、
寺
門
大
訴
の
最
中
、

神
の
法
会
を
押
し
留
め
令
む
る
折
節
、
両
門
の
内
、
勧
進

猿
楽
見
物
、
然
ら
ざ
る
旨
、
種
々
申
し
入
る
る
間
、
其
の

子
細
京
都
に
注
進
せ
し
む
。
上
洛
能
は
ず
、
無
念
と
謂
ふ

べ
し
。
御
桟
敷
并
に
桟
敷
銭
計
り
之
を
進
じ
了
ん
ぬ
。
家

門
の
御
衆
并
に
武
家
奉
行
人
等
、
内
々
当
門
跡
桟
敷
に
て

見
物
と
云
々
、
成
敗
以
下
の
事
、
柚
留
木
法
橋
に
仰
せ
付

け
了
ん
ぬ
。

「
不
能
上
洛
、
可
謂
無
念
」
と
記
す
尋
尊
が
上
洛
で
き
た
訳

は
な
い
。「
大
乗
院
日
記
目
録
」
に
「
四
月
五
日
・
七
日
・
十

日
、
多
田
簀
河
原
勧
進
猿
楽
在
之
、
依
寺
門
訴
訟
大
乗
院
不
上

洛
者
也
、
桟
敷
等
ハ
如
先
例
申
付
了
」
と
記
す
。
八
日
付
け
の

文
書
は
尋
尊
最
後
の
あ
が
き
の
反
映
と
言
う
べ
き
な
の
で
あ
ろ

う
。

尋
尊
上
洛

す
べ
て
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
尋
尊
は
京
に
上
る
。

（
第
二
五
冊
第
七
・
八
丁
・
一
〇
二
三
　
安
位
寺
経
覚
書
状
）

今
日
な
ど
ハ
待
ち
申
し
」
候
ひ
つ
る
に
、
光
臨
無
く
候
ひ

し
、」
無
念
に
候
。
去
り
乍
ら
招
請
」
申
す
様
に
候
ひ
て

ハ
、
然
る
べ
か
ら
ず
候
ふ
間
、」
申
す
に
及
ば
ず
候
。

抑
も
神
木
帰
座
、
明
日
為
る
べ
き
」
由
承
り
候
、
返
す
々

す
珍
重
」
／
＼
に
候
。
其
の
御
上
洛
の
事
に
就
き
、」
尤

も
然
る
べ
く
候
。
愚
身
も
如
法
／
＼
」
上
洛
し
度
候
ふ
と

雖
も
、
旅
粮
」
叶
ふ
べ
か
ら
ず
候
ふ
間
、
思
ひ
乍
ら
に
候
。

又
」
御
桟
敷
の
事
、
色
々
沙
汰
共
な
ど
申
す
間
、
心
元
無

く
」
候
ひ
つ
る
に
、
さ
て
ハ
返
す
々
す
悦
ば
令
む
る
」
耳

に
候
。
誠
に
今
度
ハ
御
」
入
り
な
き
ま
で
に
こ
そ
候
へ
、」

上
意
を
得
ら
る
る
分
ハ
顕
然
の
事
に
候
。」
左
様
に
慇
懃

の
御
沙
汰
ま
で
時
」
儀
候
ふ
か
。
返
す
返
す
目
出
た
く
悦

び
」
入
り
候
。
何
様
、
明
日
様
ふ
」
と
参
り
候
ひ
て
、
万
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事
承
る
べ
く
候
。」
尚
々
態
と
承
り
候
。
悦
び
入
り
候
。

か
し
く
。

卯
月
十
二
日
　
経
覚

尋
尊
が
猿
楽
見
物
に
出
仕
で
き
な
く
と
も
、
桟
敷
を
設
営
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
「
上
意
を
得
ら
る
る
分
ハ
顕
然
」
・
「
慇
懃

の
御
沙
汰
ま
で
時
儀
候
」
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
と
い
う
の

で
あ
る
。「
上
意
」
は
将
軍
足
利
義
政
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
尋

尊
が
興
福
寺
内
に
お
い
て
四
面
楚
歌
と
い
う
状
況
の
中
で
、
猿

楽
出
仕
を
強
行
し
よ
う
と
し
、
出
席
で
き
な
く
て
も
桟
敷
二
間

を
設
営
し
た
の
は
、
彼
な
り
の
政
治
的
判
断
、
将
軍
主
催
の
催

し
へ
の
積
極
的
参
加
の
意
義
を
認
め
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
そ

の
結
果
は
期
待
通
り
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

雑
事
記
寛
正
五
年
四
月
十
四
日
条
に
は
「
一
予
上
洛
、
玄

深
・
尊
藤
・
明
恩
召
具
之
」
と
し
、
同
十
五
日
条
に
「
一
室
町

殿
御
対
面
、
則
下
向
了
」
と
そ
っ
け
な
く
記
さ
れ
る
。
蔭
涼
軒

日
録
寛
正
五
年
四
月
十
五
日
条
に
も
「
就
春
日
神
輿
御
帰
座
之

事
、
而
大
乗
院
并
二
条
殿
、
為
関
白
而
被
参
賀
、
即
御
対
面
、

是
又
天
下
之
喜
也
。
春
日
御
師
又
参
賀
也
」
と
記
さ
れ
る
。
そ

こ
で
は
お
そ
ら
く
、
桟
敷
設
営
へ
の
将
軍
か
ら
の
ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
な
ど
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
尋
尊
が
こ
の
後
、
費
用
徴

収
に
苦
労
す
る
の
は
、
小
稿
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
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